
石綿未使用記入例

大気汚染防止法第18条の17、石綿障害予防規則第３条による事前調査の結果は以下のとおりです。

平成○○年 ○月 ○日

平成○○年 ○月 ○日

設計図書その他の資料の確認
現場での目視及び石綿含有の分析

(調査個所） ○○○○
１階～３階、外壁 03-×××-××××

2014年6月作成

事前調査の結果

事業場の名称： ○○建設株式会社 ○○○○解体工事作業所

調 査 終 了 年 月 日 元請業者（調査者）

看 板 表 示 日 氏名又は名称(法人にあっては代表者の氏名)

解体等工事期間：平成○○年 ○月 ○日～平成○○年 ○月 ○日 ○○建設株式会社 代表取締役社長 ○○○○

調査方法の概要（調査箇所）

住所
兵庫県○○市

現場責任者氏名
連 絡 場 所 TEL

調査者（分析等実施者）

住所

□ この建物には石綿含有建材はありませんでした。

調査結果（部分と石綿含有建材の種類） 氏名又は名称(法人にあっては代表者の氏名)

○○環境分析センター 代表取締役社長 ○○ ○○

兵庫県○○市

その他必要な事項

↑吹付け石綿（レベル１）、石綿含有保温材等（レベル2）、アスベスト含有成形板等(レ
ベル３）などが無い場合。

□ 特定工事に該当しませんが、その他石綿の使用状況は以下の通りです。

（石綿含有建材の種類等）

□ 分析せずに次のものを石綿含有建材として取り扱います。

レ


